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［1）
　　　　　　　　寮　 生　 活（同志就中學）
　私の寮生活の始りは大正五年の四月の＋　心見に行った・多くの人が行って居った・
日である・入學式をすましてから兄の居る　嵐山電車で四條まで來てそれから市電で寮
営養へ入った・寮へ來ると寮長室へ行った　に蹄つた．會席上では皆の自己紹介があっ
寮長から話があって皆の住所姓名等を貰い　てから話や藝をやった．私は田舎出で話し
た，聞くと一年級は六人で私と和歌山の中　て笑はれてこまった・一壷期の申頃から新
出君，忍目の森君，越後の伊藤君，朝鮮の、島先生の傅記を毎日讃まなければならぬの
三日月君，備後の桑田君である・呆と同室で　でいやだった・五月の申頃ボートレースの
二人である・勉掻室は四面位の小さい室で　辮當の引換券を渡された・當B辮當をもら
東向である・室が小さいので履室を與へら　つて見ると少し頁かつたけれども御飯はい
れた．それは六蛭敷で西北の角である・ラ　っもの通りであった・六月になってから宇
ンプの光D下に居った田舎者が其の夜から　沿へ蓮足をした．鳥丸通りを下って七條へ
電燈の下で毎日勉強する事が出青るのでう　禺で深草の練兵場を廼って十二時だつたの
れしかった・其の夜はすぐ寝られた．翌朝　でドンの鳴るのを聞いた・少し山手を廻つ
は五時牛頃に目が豊めた．會赴のブーがや　て悉皆をたべた．いつもの垣り牛肉のから
かましく鳴って居た．寮の食堂へ初めて行　だきとごぼうが入って居た．皆とLi・つしょ
った．まもなく汁がくばられた．御飯は）・に歩v・て行ったが中途からおくれて二河君
つも温い白いのであると聞いて居ったので　と一緒に行った．官等院のあたりをうろつ
口に入れるとあちなくてたべられないので　いて蹄つた．電車で七二まで点て後は市内
夢飯の：方がよいと思った．西面から北面の　電車で蹄つた．ご學期になると寮へ賜った・
食堂まで約一丁牛もあるので毎食かようの　寮へ去ると伊藤君が寮をやめて片岡君がか
はいやな事だ・兄は學校へ行ったので同じ　はりに來た．片岡君僕の組でよくあばれた
新入生と午後の二時から學校へ行った．蹄　のできもちよくなかった・寮へ來てからも
ってから寮長と御所の中を散歩した．始め　よくあばれ，た．次には知って居るだけのあ
て鞭は）’たので足脚たかった侮晩輪［．だな膳）’て見る・
讃會に出る事となった．二三日すると塁濁i　中　山君　しおじようさん■
垂翻畿纏鎌翻蝦門司泌
降がやかましかった．始めての土曜の日に　　桑　田君　L備後猿■しごんた1
兄の級の人の圭な世話で親睦會があった，　　森．君はなし
その前に雨が降って居ったけれども嵐山へ　　伊藤君　Lラムネ■
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伊藤君はラムネを臨く飲んだのでこんな名
を付けられたのである．六月の終り頃に上
野の池へ泳ぎに行って鰭り道にラムネの話．
が出て伊藤i君が夏くラムネを飲むといふ事
からしてラムネと言ふあだなになったので
ある・それについて面白い話がある．帰っ
てからのことであるが寮長が寮にあるラム
ネの瓶をとってラムネののこIJを　footbolL
のつぶれた中へ入れて伊藤園の顔におしつ
けて泣かした事がある・後に伊藤君はしか
へしに寮長の大事の鳥打帽の中に墨汁をつ
ぎ込んで垂なしにしてしまった．ところが
山本君がそれを伊藤君の顔へおしつけて伊
藤君の顔を眞黒にしてしまった・
　河口君Lladyi
　榊原君　LMonkeyi　L夜店「，夜店とは四
　　　　　ノ三生の名を夜店とよんだので
　　　　　ある．
　中村君　Lmonkeyiこれは悪がしこいの
　　　　　です．
　谷口君　L馬「顔が長）・からである．
　西　君　しもつさザ　田舎風で田舎辮で
　　　　　あるからもっさりとつけられた
　　　　　のである．
　榊原君　L豆■小さいからである．
まつこれ位である．二工期になってから寮
へ蹄るとすぐ十界を見た．四年級の前野君
と同室だ・私は前野君は恐しい人だらうと
思って居ると同室になって見ると少しもそ
んな事はない，前野君は夏く四駅をした僕
が早く鰻るにもかNはらず十時の清午後も
勉張した・私の室の天井に張ってある紙が
雨もりの爲絞が出品てるてうすほんやりと
してみる．或晩目を．さますと六寮の火の光
がさしこんでみる．ひよつと上を見ると天
井の絞が大入道に見へて恐しかつた．よく
思ひ返して見るとばからしくあった．段々
寒．くなってくると火鉢がほしいので室町へ．
行って買って來た・丁度其日は十二月一日
であった・前野君は古い馬脚を短刀で切開
）・て火鉢の上にかぶせ下の火の熱で熱くな
るようにして居った．終に熱くなりすぎた
のでこんな熱いのはいけないといってやめ
た．三學期には三年級の井上君と同室だつ
た．二月になると五年級の喜多古内爾君及
び寮長が紳四部を卒業するのを閉るi会別親
睦會があった・一週ぼど前に學校の大時計
の前で爲眞をうつした．舞塁は集會室の牛
分へ盤を一赦上へ重ねて幕は昇降するよう
にしてあった・皆芝居をやるのは上手だ．
私の組でやったのは喜：劇であった・私は夜
廻りになった・面白倶樂部にあったのをや
ったのだ・後の假装行列には朝ねぼうしで
洋服を着て朝水をつかひに行く．所をやった
二三度舞毫を廻って返った・その頃は朝早
く起きる者は少くて大抵は朝七時頃におき
て直行と言って朝水をつかってからすぐ食
堂へ行って學校へ行ったのであるからこん
な；事をやりました．少しおくれると御飯は
食られないのです．三月から谷喜樂さんは
寮長をやめてこの寮に居った瀞學部の岸田
君が來る事となった，岸田：君は紳學部（生
徒五十名）の唯一の特待生である。寮長に
なってからの話でも谷寮長（同級生七下中
の一番尻で今北海道へ行って居る・）等とは
ちがって話しは堂々たるものである．やる
；事は男らしい事をやった，三崎期が終って
二年級の一門期となった・寮では一人も落
第するものはなかった．新入生は四人で一
人は毫国人で呉と）・ふものである・
　篠原君　しびりけん「四人中一番丈が高．く
　　　　　頭がとんがって居る・生ればH
　　　　　向で大阪へ來この三月までは朝
　　　　　鮮の木浦に居ったものだそうな
　村上君　L出目金コ　目の玉が出て居るか
遺稿　と　書信 439．
　　　　　らだ．生れば丹波である．
　高橋君　しちび1丈が小さい生れば丹波
　　　　　の園部の牧師の子だそうな・
　私の同室は榊原君であった・初めての土
曜に昨年と同じく嵐山へ行って蹄ってから
親睦會があっ．た．私の新入した時に幽會つ
た事をやった皆肺どされて面白かつた・i斯
入の者を他の室岱やつて居〉・て上級の者thS
椅子を二つならべ其の中をあけておいて毛
布をかギせ後で零んでうまく嘘して無理に
こしかけさす・こしかけるものは椅子があ
ると思ってこしかけると椅子に座って居っ
た者がたってこしかける者をひっくりかへ
すのである．會の終りに怪物の話があった
私は大霜おそろしかった・
　　　　　　k田寮長の藷
　僕の一点は但馬であって高等小二面の時
に隣村へ高富の練習に行って居った．或日
蹄りに時間が＋時頃になった・丁度村界の
所に墓があって其の入口の所に白い物が居
る．恐る恐る近よって白い物を竹刀でたた
くと紙がやぶれるような音がしたよく見る
と葬式あ時に用ふ紙がひっかけてあったの
である．
　　　　　　寮内の怪事
　私の十三に入る三年位前に起つた事で．あ
る．四月の休暇に皆館って居った・下の一
室で寝て居った者が朝早く目を豊すと床下
の古井戸の中から犬の鳴聲が聞えるので朝
起きてから井戸を見て見た．この古井戸は
一品許で水がない井戸である・ところが犬
が一．匹おちこんで居る．のこって居る者が
どうかして上ようと思ったけれども井戸の
中へ入ると犬がかみつきしょうが無）・ので
石油を買って來て犬の上にそNいで新聞を
落し新聞に火を・つけてや．き殺した．その時
犬は死物狂になって井戸を兵団ほど飛上つ
た事があうたそうtt．後に犬を引上て見る．
と實にむごたらしいものであったと實見者
は言って居った．今でもよく犬がおちこむ
のである．
　ヌ．前野君が言った事であるが三島期勉彊
して居ると十一時頃井戸の戸が上り下りす
るようにキーキーの音がした，それから毎
晩すると言って居った，親薩會後聞いで見
るとたしかに音がして居る．それは寮のぞ
ぱの風呂屋の煙突掃除の音であるそうな．
榊原君と私と．は非常に仲わるかった．榊原：
は私が下級生であるといふ弱味につけこん
で私を．いぢめた．私は初めからきもちよく
なかった所へ來たのであるからなほきもち
悪くあった・初めは僕iを何とか批評する位
であったが私が早く寝ると起したりなんか
してみたので或夜寝たふりをして居ると机
の上から欝書をなげつけたので謙書を投げ
返してやりたかったし，．どなってやりたか
った・けれども自修時間だつたので辛抱し
て後から小言を言つ．てや．ったら山持の悪い
顔をしてみた．．二時は電燈が消えてからふ
とんをまくりに來た叉足でたたきつけたの
でたたき返してやった・或時は私が用事．が
あって押入れの中へ這入って居ると突然腸
戸をしめてしまった・押合ひをやって戸の
板がやぶれるまで開かなかった．こんな風
で今でも仲が悪い．或夜九時牛になったか
ら片岡君が來てつまらない撫しをして居る．
と前野：君が來て少したってから突然片岡を
なぐった．そして其の理由は前野君が片岡
君をこのまな）・所へ昨日上級生の谷口君に
生意氣な事を言った爲だそうな，t六月から
岸田君が寮長をやめて岸田君がなった．第
二學期になった．仁君と同室だつた私は森
君を細り悪）・人間だとは思はなかったけれ
ども段々本性を現はして來た・親睦會め日
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比叡由κ：遠足した所が森君一人同級生の野
球試合があるから行かなければならぬと言
って行かなかった・その上に遊んで豊は辮
當と食堂とで二重食ひをし（食堂はこの二
三期から寮管になって居ったから食事はや
かましかった．そこで蓮動部長唐本君と寮
長とからにらまれた・翌夜二人で尊君を起
しに來た・森君はすぐ起きて行った十分に
しかられた上三ツ四．ツなぐられた・是がは
じまりである，それから一週間ほどたつと
色々の野球道具を持って來た．其後ほとん
ど毎日伊藤藤田，柳川等の無頼の徒tvやっ
て來る。來ると私の勉強をじゃまする．色々
なものを買って煮て半々等をちらけて出て
行く．うるさくてこまる，終りに私と藤田
と言合ひをしてから六寮で集って居った．
：或時はくりや紙墨汁等をとって行った・或
日森が；私に是非五十鍍かしてくれと言った
のでかしてやると集めた金にたして野球拳
のミットを買って妊る，其の金も中々返さ
かった・＋一・一・月の初に北勢の一寮に移った・
一寮は西寮の一寮をそのままの形で中をか
へたのである・室は六つあって二階建であ
る・室は十二盤牛位ではっきりわからない・
六寮も北寮へ來た・二十四竪である六人制
度である・久永総寮長は六人制度主張者で
ある．寮も六人になるかもしれなかったけ
れども岸田前寮長が努力して反甥し途には
寮長をやめられたのである・九月の初めに
誓事上る豫定であったが十一月の初めまで
のびた，．
　一寮の建築は實にやすもんと言はなけ＆
ばならない．畳は古）・のだし室の入口の戸
は押入の戸の古いのを用ひ柱の古いのは板
がはってある，硝子障子も皆古だ・机は學
校から作ってくれた・けあき製で本箱と雨
方で九薗ぼどかX一つたもので上等である．
私の室は下の申の五番室で一番暗い悪い室
である．同室は四年級の山本君三年級の永
井君と一年の篠原君である．十ご月になる
と前に寮を出た前野君が喜入って來た．そ
．して僕の室へ來た・篠原君は寮長室へ行っ
た・寮へ入ってからの事だが山本君は時々
一時頃かへって來る・聞くと悪）・友と遊び
に行くのだそうな・山本君の家は兵庫縣の
金持で一入子で月に四十圓から五十圓つか
ふそうだ，年はまだ十八歳である十二月前
野君が入って震るとすぐstart　compaを開こ
うと言ひ出した。土曜日に夜食堂で牛肉を
食って室では菓子等をくった．同時に立面
が出來た．
　第一條　臼修時間申話す事巌禁・話す時
　　　　は罰金五鍍也
　第二條　・…・…・屍を出したる者は罰金二
　　　　鎮也
　第三條　自修時間中他人を入室ぜしめざ
　　　　る事及び外出三度に及ぶ時は罰金
　　　　二面也
　そして外の所に自修時間中入室すべから
ずとはり出した・しばらくすると反則者が
多く出來て來た・私も出した．十鎮になる
と嶢：芋を買って來て食った．三學期になっ
た・上の三番室へ行った．同室の人はこ學
期と同じである．朝は相攣らずおそい．寮
の者は大抵七時に起る・朝食は六時から食
堂が開くのだけれども七時からのが多く行
く・大抵直行する．前野君は此の學期から島
影に勉強を始めた・高等學校に入る爲であ
る夜はランプをともして一時までやり，起
きるのは四時である・私は一番下級生なの
でよく買物にやらされた．前野君の爲に石
亀買に三日程おいていつも買ひにやらされ
た．室町に石油質ひに行く時はきっとマン
トの下にかくして行った・見つけられると
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しかられる・芋買は鋭く行った．門衛から
十間ぼど行けばある・カルタがよくはやっ
た・私は粗く讃役になった・篠原が一番だ・
四人ぼど片方になっても篠原一人で七十赦
位はかたづける．次は廣田君だ・ほとんど
毎日やつた．自修時間の終りから漕燈まで
もやりとうす．カルタがやめになるとトラ
ンプをやった．山本君が一番すきで一番上
手だ・まける事はめったにない．これも毎
日やつた．寒）・ので二階の者は二階から小
便をやる．私の室はやる揚所がきまって居．
つてくさかった．私の室は各組の大捷を集
め下の六番室は弱みそばかりだ・室長の申
村君は前野のきら）・な人だ’よく下の室は
私の室とけんくわした・七時牛になると四
人目一しょでドンとやって知らん顔をして
居る・叉四人で一所に小便をするところと
言って居る。少し下でやかましく言ふと前
野君は竹刀でたたきに行った・
　終りに中村君が寮長にうったへ．た。所が
中村君は公事にまけて泣鰻入りだ・そのわ
けは同村君の室のものは二野期私の室の上
に居た．その時よくあばれたので前野君は
次の學’期に上になってもあばれてもかまは
ないかと言った所が中村君がかまはな）・と
言った．それでまけたのだ・前野君と私の
室の者は中村君を呼んで寮長う｛中に入って
だんぱんした．所が前の事があるのでまけ
なって行く．初めは氣がつかなかったけれ
でも皆が氣付いてさはいだ．實は二十五年
前程の事であるが一人の門生がどうして入
ったか知らな）・けれども入って短刀で自殺
した・其時鐘をつきつつ死んだ・初めは元
亨よくなって居ったが段段ほそくなって聞
へないようになった．その時に門生は死ん
だ・その事を思へて再び起つたのであるま
）’かと考へた・或者は竹刀棒などを持って
鐘つきの生徒をおこした所が時計の故障だ
ろうと言って居た所が鐘は二十分程たって
やんだので沙汰やみでありた・翌朝見ると
二十一分の所でやんで居った・二三日たつ
と井上君が）・やだと言って中々こなかった
ので森君がなぐってなぐりかへされ榊原君
の仲さいでやめた．野田練習やつて居ると
突然電燈をけしてあばれてこまった．其の
親睦會の三日は食堂でbeefをくって一部
門を終って二部會にうつった．寮長が家へ
蹄つたのでよぼど面白くやれた・前野君が
かんとくをした・十幾組芝居をした．私は
二度も女になった．着物は女學校へ行って
居る寮生の姉からかつて來た．エンサキか
ら隣室のエンサキへ梯子を渡して逓るよう
にした．僕の組でやった時エンサキのサン
がとれてひっくりかへった．その爲着物は
よごれた．終った．のは十二時を過ぎて二時
牛であった，一人前二圓程とられた・此時
た・前野はその事をきかないと言ったらな．1岸田君の途別をやった．其時の岸田君は堂
ぐるのだと言って居った．一月になって二
週目どたつと月末にする卒業生迭別の親睦
會の芝居の練習をやった・級のと．室のとを
やらなければならぬのでいそがしかった．
練習中に起つた事であるが・
　　　　　　大時計の怪
　丁度一月二＋三日号新島先生の命日の夜
十一時の鐘が鳴った・同じ調子に十，二十と
々たる話で感心した．三年の一學期になっ
た・同室は五年の井上町と僕と二年の篠源
と新入の一年の徳田である．新入の人は三
人で
　小林君　二年級一年間濁學で勉強した
　　　　　生れば岡山縣下だ・
　徳田君一年級北海道の天下から來て
　　　　　居るので熊といはれた．蛋れは
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　　　　同じ
　尾崎君一年級同じく北海道で生れば
　　　　富μr・
　前野君が出てからさつばり堕落した．山
本君と谷口君が出た．よく鰻て居ると顔に
墨をつけられる，試瞼の．時は一番はげしか1入の上はふとんがしけるので藤蓬にして居
った．其の爲私は夜は二時頃まで鰻られな
かった；事がある．皆が鰻るまで鰻られない，
うっかり寝るとふとんを二階から1まられ・
る．墨をつけられる．赤インクをっけられ
る．髪を切られる等である，泣寝すると顔
は寸前である．私め室は室長が駄目なので
繭番はげしかった・私の本箱には墨がっき
し下中村要ボテ助の墓可とか． ｩれ二階からほ
られて牛つぶれだった．行李もこわされた．
解ボー道具がふんしつする．インク，墨汁
がなくなる．石ケンがなくなる．椅子の足
のつエばりはバットでおられる．ついぶん
ひどい　赤インク等っけられると中々おち
〔ず學校へ赤い顔をして行かねばならない．1
試瞼の或夜實見すると十一時になり滑燈す
るとそろそろいたづらを始める・ずっと一L“・
巡目一ソクに火をつけて墨をつけて歩く・
おきるとすぐロ7ソクを清してにげる．押?
1、。を引き凝．す．。泌ふ、んをくくっ
てまどの外からつなでくくっておとす・下
の者は手につなをつけられて二階から引か
れる・ジャムを頭へぬられる・徳田なんか
は墨をつけられジやみをつけられて起され
顔をあらって二って來て見ると机の上で鰻
て居ったつもりで寝るとひっくりかえされ
てとうとう起きてしまった．徳田は翌夜は
髄をくくって屋根の上で鰻た・椅子の足を
おられて五十鎮も損した・一學期の終りの
日は無茶であった，ふとんも椅子電インク
も墨汁もほられた．それでも山高がない．こ．
んな事で寮生活は非常にいやであった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2］
葬啓
御手紙有難う御座いました．種々御通知の瓢有難う御座V・ました．
　私も反射鏡を使ひ出してから六年になります・恐らく反射鏡に關しては自
分は最もよく知って居るかも知れ・ません・現在英カルバL十三吋「は全然自分
の手に一任されて居ります．十三吋は古V・器械ですが，器械の堅固な事は驚
きます．叉，星像にしても申分なく，あの鏡を修正．し得る人は英エリソン氏．
以外にはないでせう．
　自分も，随分以前から道樂仕事に鏡の製作に從摩して居り，現在は可なり
の熟練を得，端の悪くなったものX　Uト，自分で自由に鏡面を修正し得る様に．
kりました．激日前完成したL六吋「F60吋のものは，全部手で十五時間計b
で作りましたが，帯試験では
　　　　　　　　　r　aberration
　　　　　　　　　68mm．　　　　　0．00として
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　　　　　　　　56mm．　÷O．Ol
　　　　　　　　30mm．　十〇．04
　　　　　　　　10mm．　＋O，05
と出て居ります，一寸，自分でこれを行った手習きだけを申しますと，球面か
らパラボラまで，68－10が1．49ミリになりますが，自分は英國の製作者の多
年の経験に基いた馬験値1．49×O．8自Pち1．19ミリに近voものを與へるつもり
だったのです．出て來たのは1．30ミリ，前が0．11ミリ，焦黙で0．03ミリで，自分
の希望して居たものとなりました・此の程度まで完成するには，自分は，フ
1コ1試験のみで鏡面の立膿により，各帯に適當な作用を加へつS出來たも
のであります．
　自分は，影試験の長い経駿によって，鏡面の判定は充分の自信をもつて居
ります．
　目差を作る事も汚なV・道樂仕事の一つですが，表面がDの八分の一波長程
度のものなら，作れますが，自己の試験李面板を持たないので，甚だ不自由
に感じて居ります．余り豊幌なものでなV・のなれば，（母野で出軍て居れば），
ほしいと思ひます．貧乏人ですから，急には参りませんが．
　し十三吋「は，前にカセグレイン（カセニユ1トンとして）に使はれたらし
く，筒の下部に接眼レンズの取付け部分と，それに必要なアイピ1スがあり
ますが，カセ鏡やら其の他が一向無V・爲に何であったやら，見當がつき兼ね
ます．
　四ノ五日あれば出來る事ですから，合成焦鮎距離10米程度のカ丸鏡を作って
見たいと思ひます．如何なる表面でも，作れるだけの自信がありますから，
作った所で殆んど使ひ道の無い事ですが・
　F5の鏡なら0．10ミリの一差は明瞭に現はれます・
　L二十吋「はどの檬な程度か存じませんが，L二十吋「が來たら入るべき大ド
1ムでの経験によると，し十三吋■は正しv・拗物線と帯試験では出るのに，事實
星像は焦黒占内外完全に門構的であるよりも，僅か双曲線になって居る事の方
が多くあります．共の程度は，（ハルトマソ試験は行てるませんが）眼視的に
はほys（中央と端の差が）0，15ミリ位と思ひます．此れは全然濫度縫子によつ
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て出てくるものです．
　全形の鏡では，溜度が下降すれば（夕方のド1ム夜中でも）僅かに双曲線の
方に進みますが，穴のあるカセ鏡なら，反封の方になるとの事です．從って
L二十吋「に最後に與ふべき形としては，余程愼重の實験を試みる必要があら
うと思ひます。（し十三吋■は穴はありません．）
　L二十吋「は，分光爲眞をやるのでなければ，長いカ御焦黒は不必要なもので，
純然たる爲眞用として（F五の焦貼で）作っておきたいものです．そうでない
と，使ひ途が少なくあります．L二十吋「になると案内望遠鏡で爲眞する等は
不可能に近V・事であります．眼覗用としてL十三吋「は京都では大き過ぎます・
　御手許に記録はありませうが，故コンモン氏がL六十吋■のフィギュア1リ
ングで最後に得た値をお目にかけます．F5．7の鏡です．
r 5．01　inch
8．19，
11．60
14．46
16．02
18．05
19．58
20．58
21．95
23．38
24．68
25．94
27．80
28．80
Maximum　aberration　＝：
　此れで，コンモンは帯テストで完成し，
が，ハiヴア1ド天文憂に寄附されてから，
居りません．
　山本先生の御話では，鏡を検査する爲めに，私も同行する事になるでせう・
　種々勝手な事ばかり書き立てましてすみません，何か御参考になれば幸で
すが．　　早々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要
　　五　　藤　　檬
十〇，06　mm
－O．02
－O．03
－O．27
－O．03
－O．Ol
±o．oo
十〇．18
十〇．07
－O．08
　0．oo
十〇．15
－O．04
　0．oo
　　l　　　F3趨り00
　　　種々の観測には使って居たのです
　　　　像が不充分なので，使はれては
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　　　　　　　　　　　　　　　　［5］
　　○　○　様
　前略　（1）マウンチングは一一ts良いといふ型はありませんですから，各自
の都合に混じて最も喪さそうなものを選ばねばなりませんでせ’う．御書きの
ものでは筒が重ければ上下の運動が可なり困難になりませうから廻縛面を強
く大きくしておいて下さい．
　（2）プアィンダ1は何でもよろしV・でせうが，十字線は三物レンズの前に
はつては見えません．接眼レンズを外して接眼レンズの焦黙におかねばなり
ません．プリズム双眼鏡は一般に分解する事は困難ですからどうしたもので
せうか．高さは甲圖ABの距離と了解しておいて下さV・．プアィンダ1は右
眼のきく人なら乙圖Aのあたりが良V・でせう・上はいけません．御自分で研
究して下さい．
　（3）筒は眞すぐでもレンズが此れと直角について居る事は必ずしもきまり
ません。光軸修正は良い結果を牧めるには必要ですが，若し方法が分からね
＼
　＼　　4　　＼　　＼　　　、
　　　　　　　　　　z　四　甲　②
　（5）三物レンズは普通の場合筆だけで宜しいです．
にかける必要はありません．絶えず使って居れば事故は反って少いものです．
　（6）サングラスは二吋では割れる事はありません．あっても極く稀であり
ますが，三三では50倍位なら2－30分も使へば割れる事は度々あります．80
倍になれば割れる事は反って少ないですが，硝子（墨）が一部分とけて盛上っ
て來ます．一般に短日使ふなれば三吋では割れる機會はあ砂がちです．太陽
ダイアゴナルは五藤では25圓の定償でありますが簡輩な實用向きのものなら
10圓までN“作れるはすでありますから，若し御希望なら御知らせ下さい．費
用は出來上ってから實費で頂きます．　　　　　　　　中　村　　　要
ば出來るだけ直角につける事を心掛け
なさV・ませ．
（4）露除けは太くなくてもよろしいで
す．レンズの先にさへ居ればよろしい
です．レンズは取外す必要は全くあり
ません．蓋さへっけておけば充分です．
　　　　　　　レンズに就ては余り氣
446 遺　稿　と　書　信
　　　　　　　　　　　　　　　　［4］
　　　　　　（昭和四年九月二十五日登，この夏兄腸チブスにて死去）
　庸夫兄
　拝啓御丁寧な御便りを頂きまして有難うございました．小生の拙著は南洋．
族行中0の方にたのんで校正をしてもらひました爲に誤植が多くてはっかし
い次第です．昨年十二月から一月中旬まで冬休み．の仕事に書きましたが，内
容を見て頂けば分かりませうが，編輯其他爲眞まで大分念を入れて風攣りな
事をやりました．
　兄の不幸も突然な思ひがけなv・事であり，一人の兄を失った事で一時は途
方にくれましたが，近頃どうやら思案がつV・て，當面の虞置を曲りなりに考
へつきました．00の敦育も小生一人では難問題ですが，もう三年ですから
小生さへ健康なれば，どうにかなるだらうと思ぴます．
　未だ兄が又蹄って來るやうな事もふと念頭に浮びます．又，反面には数年
後には輻蓮が舞ぴ込んでくる様にも思ひます．小生は時lt　s自分自身の將來
につV・て，叉肉身のものの聞に，不思議な豫感を受ける事があります．今度
の兄の死去もどうした繹か今から考へれば豫感らしいことがありました．正．
氣でなさそうな事も書きまして，すみませんが，同志杜在學中に受けた一つ
の道徳的教育と，軍隊生活から，人生問題につv・て自分の悟りとでも申しま
せうか，度胸を持って居ります・
　終りに臨んで貴君の御養生を御願ひ申します．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　　村　　　　要
　花山天文壷は清水山の裏に蹴る所で，山科からよく見えますが，海抜221米
の平な山頂で，日岡峠から約孚里もあります．今定住のものは三人でありま
すポ，水が不自由なのと食料の買込みにこまります．然し世間離れて静かな
事と，生活費が普通の牛分ですむので幸です・山科町や京都北部の夜景は實
に美しいもので，生駒山や大阪市の煙突も見えます．
　　　　　　　　　　　　　　　　［5］
（昭和六年九月十五日資，この九月三日L望遠鏡の作り方「についての講演をラヂオ放邊）
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　庸夫兄
　拝啓先日は御便り有難うございました．数日急がしい日を二ってやっと暇
になりました．
　放煙室は十五坪位ありませうか，すっかり防音設備の出來た室で，室の巾
聞にテ1ブルと，其の前にマ1クロホ1ンがかかって居るので，室に居る人
はアナウンサ1一人で，一向妙な感じがします．暑V・時ですから放選者のう
しろに氷柱が立ててあって，割合に涼しかったです．
　眼前に時計をkvbて時聞ばかりを氣にして一人で話しをします（小生はv・
つも原稿は作りま音ん）ので途中で日本全國で聞いて居ると思ふと攣な氣が
します．
　六時三分零秒にJOBKとアナウンスして，一分二十秒から題目のアナウン
スがあって，あとは任意に六時二十九分に終る様に話しをするので，甚だたよ
りない氣がします．京都の演奏所は○○といふアナウンサi一人ですが，其の
人から今度の放邊をたのまれました．行き謙りは先方の自動車で，放逡料は三
十分で○○圓がきまりの檬です．放逡局では仲々山開がやかましい様です．
　涼しくなったら一度伺ひます．早々　　　　　　　　　要
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